
解析方法 
• Beckers’ Cloud Model (Beckers 1964) 
• Contrast C (x, Δλ) 
 
 
 
 
　　　Ip : Cloud intensity 
　　　IR0: Background intensity 
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introduction	 

モートン波とは 
• 太陽フレアに付随する擾乱現象 
• 内田モデル(1968)によるとコロナ中を伝播するMHD
ファーストモード衝撃波と彩層との接地面 
	 

内田モデル	 
 
モートン波の発生条件 
• 大きいフレアに付随しやすい 
• モートン波を付随しやすいフレアは、経験的に 
　　− インパルシブフレア 
　　− 比較的コンパクトな活動領域でのフレア 
 
• 必ずフィラメント噴出を伴う 
　　− 噴出方向がモートン波と同じ 
•さらに噴出方向が水平方向のものが多い 
 
 

 
 
 

本研究の目的 
モートン波イベントに伴うフィラメント噴出につい
て統計的に調べ、モートン波を発生しやすいイベン

ト(発生条件)を調べる 
 
 
 

OBSERBATION	 

FMT	 

data	 

analysis	 

R0	 P	 

cloudのあるところとないところの 
コントラストからsource functionや 
doppler shiftなどのパラメータを 
決める	 

result	 

1997年11月4日に起きたフレアに付
随するモートン波	 

観測装置 
•フレア監視望遠鏡(FMT) 
　　− 口径64mm 
　　− 焦点距離1920mm 
　　− 観測波長 Hα線センター、 
　　　+0.8A、-0.8A、連続光、 
　　	 	 プロミネンス 

解析例 
•視線に垂直な面内の速度＋視線方向速度から、噴出されたプロミネンスの速度
の絶対値を求める 
•視線に対する噴出角度、フレアの発生位置を考慮して、仰ぎ角も求める 

太陽面	 

Flare Moreton wave 
and/or 

winking 
filament(*) 

Inclination Absolute  
Speed 

Doppler 
Velocity  

Transversal 
Velocity 

Date Peak time Position NOAA AR Class 

1997/11/3 4:38 S20 W13 8100 C8.6 MW -14 170 27 170 
1997/11/4 5:58 S14 W33 8100 X2.1 MW & WF 11 200 19 200 
1998/8/8 3:17 N17 E74 8299 M3.0 MW 9 50 26 50 

1999/2/16 3:12 S23 W14 8458 M3.2 MW & WF 45 100 28 100 
2000/3/3 2:14 S15 W60 8882 M3.8 MW 43 140 26 130 

2000/6/15 23:43 N19 E19 9040 M2.0 MW -6 160 25 150 
2000/7/16 6:14 S08 W25 9082 C3.8 MW 30 110 8 110 
2001/5/12 23:35 S17 E00 9455 M3.0 MW 20 160 6 160 
2001/5/13 3:04 S18 W01 9455 M3.6 MW 53 30 17 20 

2001/12/19 2:32 N09 E37 9742 C4.9 MW 8 170 26 170 
2002/8/22 1:57 S07 W62 69 M5.4 MW 11 150 24 150 
2002/10/4 22:43 N13 E43 139 M2.7 MW -37 170 7 170 
2003/5/27 23:07 S07 W17 365 X1.3 MW 25 60 19 60 
2005/8/3 5:06 S13 E45 794 M3.4 MW 4 130 22 130 

全部で20イベント、このうち14イベントを解析	 

 
summary 
• 噴出の平均速度は130km/s(30~200km/s) 
   ＊噴出直後の速度 
• 噴出の仰ぎ角は小さい物が多い(0~30°) 
 
• 今後、モートン波を伴わないフィラメント　 
  噴出現象との比較も行う	 
 
 


